
第 32巻 総 目 次

(2006)



日大 口腔科学  第  32 巻   (2006) 総  目 次

原  著

歯科人間 ドック受診後の有効な予防管理システムの構築を目的とした齢蝕 リスク診断の

活用に関する予備研究
― Part l:歯高倉虫罹患別の とacrobacF′ルsを 測定する Dentocu性` LBの 比較について 一

(1) 1
後藤111 宏也,河 野 キ市、 行|1 笠オ1 内1li 敗一,田 口 千恵子,福 本 雅 彦,牧 村 正 治,小 林 市 ri

歯科人間 ドック受診後の有効な予防管理 システムの構築 を目的 とした齢蝕 リスク診断の

活用に関す る予備 的研 究
一 PaR  2 :成 人 を対象 とした部蝕曜患別の Cat t o s t a t。の検討および Den t o c u R O  L Bと の

比較 についての研 究 ―
                           ( 2 ) 2 3

後藤‖1 宏し、柄本 雅彦、行川 ☆ 供 内 li 軟 ■ HiL〕千忠r,コl野 キ i白,小 林 清 ri.牧村 正治

歯科人間 ドック受診後の有効な予防管理 システムの構築 を目的 とした部蝕 リスク診断の

活用に関する予備的研究
― PaR 3:成 人 を対象 とした Dentoc u性〔SMお よび細菌学的因子に関す る鯨蝕活動性試験の

トータル リスクの検討 ―
                          ( 2 ) 3 0

福本 雅 け,後藤口i 夕fせ iH l晋F 浮ギ、 市村 英奈 弘 山 係 r‐キ々村 ‖li市

小児における歯夕U弓長径 と ANS―PN S間 距離,歯 列弓長,な らびに歯冠幅径の関係   ( 2 ) 3 6
F i汁  朗 (工 好 たケゼ.萩 原 和 典 高橋 東実r、拘逸 山絵.眼 4く 怜 奈、汽野 ti台 明   聡 欠
矢rl  字、松位t 陀イト,前 「口 隆 秀

水道水処理器が フッ化物濃度 に及ぼす影響 について                ( 3・ 4) 4 3
田す| 千せr、山内 早央、イf川 忙|【 後藤田 ″f也1 札山  夫 .r f斗 至 i半.小 林 i古ri

象牙質結晶の形態
一 化石 ナウマンゾウの象牙 を用いた研 究 ―

                  ( 3・ 4) 4 9
と沼 博 一、 子坂 英輝

歯旺形成前 に一過性 に出現す る上皮隆起 と歯状突起
― ミ シシッピー ワニを用いた研 究 ―

                      ( 3・ 4) 5 8
比革 ‖: Hけ 構 H  ル ミ

臨床報告

下顎後方回転によるオ トガイ部後方移動を試みたAngie lll級症例          (1)7
野木 成け lt藤 勝け ら西  ll

血管性病変 を疑 った骨形成線維腫の l fjl                     ( 3・ 4)72
雑波 も 児.斎 藤 諄 子Ⅲ鯨J 裕 比.鶴 兄  徹 。中ill 咲一 il〕口 りjr, 青木 HF・■,秋 案 」L一

平成 15, 1 6お よび 17年 度の臨床研修修 了アンケー トによる歯科医師臨床研修 プログラムの

変更 と研修環境の変イヒに関す る研 究                      ( 3・ 4) 7 7
, t本 l F t一、伊藤 存討.葛 西  ま す川良 美佐雅



短  報

教育の質的な接続を目的とした大学入試広報に関する分析
― 第1報 :評定値による大学進学動機 との比較 ―                (1)12

後藤川 宏 ヒ.柄 本 rfF彦、笹井 1卒史. 妥lt そt , |,「洲 寄 質、小林 i持キ.山 本 浩 嗣‐和IH 守廃

教育の質的な接続 を目的 とした大学入試広報 に関する分析
―

第 2報 :学生の価値観や行動様式別 による評定値の比較 一
          ( 1 ) 1 7

r y t壊「l 宏し,福 本 If彦,任 汁 幣 史.奏 鹿 純一, l i , L洲 喬賛.小林 i肯ri.山本 浩嗣Ⅲ和I町 1=康

障害者 に対する政策 に関す る歯学部学生の意識調査                ( 3・ 4) 8 6
1 H  I I  千思 r .後 藤日l 宏し,粧 l T  ヤ古] .伊藤 政 之、野本 た かと、ll l中 陽 r、ど魔 純 一,1、林 清 千


